
半身症候鍼灸法の研修

本部・周気堂治療室　　　　　　　　　　臨床センター・信身治療センター

　本部にて創始者・研究会代表　茂木 昭の臨床のもと指導及び研修。その後、信身治療センタ
ーで研修する。茂木 昭の臨床では、難病を中心とする患者が全国より来院し、一人での一日の

例行っている。

　国外・国内を問わず、歴史的にも従来存在しなかった、平成5年に創案した全く新し
　い次元の鍼灸法です。

それは、①東洋医学でもありません。現代医学です。病院医療を超えた医学的診断を基盤とします。

　　　　　生体、全身、全組織を診断対象とし、生体すべての組織が正常化す微細ポイントに刺鍼します。従い従来
　　　　　の鍼灸法がすべてそのようであった、効果が得られないときは再度選穴を変えるということは、全くあり
　　　　　ません。診断の段階で、効果の有無を確認するからです。効果を検証したうえで、刺鍼に入るからです。
　　　　③ごく少数穴、ごく細鍼、ごく浅鍼以外不要です。従い、種々の鍼を使いこなす必要も、刺鍼テクニックの
　　　　　修得も不要です。刺すだけなら、丁寧に刺鍼できさえすれば一般の人がわずかな指導後刺しても効果を上

　　　　④鍼灸界からは、アトピーが治らないなどの声が聞かれます。刺鍼直後から変化しないほうが、不思議で、
　　　　　頭痛、鼻炎、腹痛、めまいあるいは、小児麻痺、脳腫瘍、肝硬変、悪性腫瘍でさえも罹患臓器が直後変化
　　　　　し、組織が柔軟化して、温かくなる鍼灸です。　　　　
半症鍼は、全疾患に対して、生体組織の病態を、右半身症候、左半身症候、中心症候とその組み合わせ、6種のカテゴ
　　　　　リーパターンに分類できることを発見しています。この分類は、脳の皮質、髄質、脳幹部、脊髄の灰白質、

悪性腫瘍

　　　　 半症鍼のテキストです。

　国民の期待にじゅうぶん応える輝ける鍼灸世界が、半症鍼の基礎理論、技能を体得したときから開かれ、

そこから未知の生体現象が無限に現出します。やがて鍼灸臨床の変革の時代に入ります。


